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祝 新たな道へ旅立つ３３名の卒業生
校長 石田 利雄

春らしい暖かな日が続く３月、桜町陣屋跡の桜のつぼ
みも膨らみ、もうすぐ開花の知らせも届きそうです。そ
のような折、先日３月９日（水）に、令和３年度卒業式
を挙行いたしました。本来であれば、３年間の中学校生
活の集大成として、盛大に執り行うべきところでしたが、
コロナ禍により、規模を縮小せざるを得ませんでした。
卒業生、そして保護者の皆様には、心よりお詫び申し上
げます。しかし、今年度は在校生、全職員が参加し見送
ることができました。そして、式中の卒業生の態度は大
変立派で、中学校３年間の確かな成長と今後の大いなる
飛躍への期待を感じさせてくれました。希望にあふれた
卒業生の皆さんの未来に、幸多からんことを心からお祈
りいたします。

【卒業生を中心にしての全校写真】

祝 立志
２月４の日の立志式がコロナ感染拡大で延期になり、

３月１５日（火）に開催することができました。立志を
迎えた２７名一人一人の「誓いのことば」は、将来の夢
や目標の実現に向かって努力しようとする、強い決意が
感じられました。式辞で次の言葉を紹介しました。幕末
福井藩で活躍した博学者の橋本左内が１５歳の節目で書
き残した「啓発録」です。
一、「稚心を去る」二、「気を振るう」三、「志を立てる」
四、「学に勉める」五、「交友を択ぶ」 【立志式記念写真】
２７名の皆さんを祝福するとともに、目標実現に努力し成長していくことを願っています。

【東日本大震災の教訓】
２０１１年３月１１日（金）１４時４６分、通称「３.1１」。この未曾有の震災を経験した私

たちは、亡くなられた方々を悼みつつ、防災について改めて考える必要があります。日本は、３
つのプレートの境目に位置しているため、ある程度の周期で巨大地震が発生します。
次に、発生が予想されている巨大地震は、駿河湾から日向灘沖にかけてのプレート境界を震源

域とする「南海トラフ地震」です。静岡県から宮崎県にかけての一部では、震度７の強い揺れが
想定され、また、関東地方から九州地方にかけての太平洋沿岸の広い地域に１０ｍを超える巨大
津波の襲来が想定されています。東日本大震災を超える規模の、過去に経験のない災害となる可
能性があります。そのため、巨大地震の前兆をつかもうと研究が続けられていますが、地震予知
は困難を極め、現状では向こう何十年の間の確率でしか示すことはできません。
そのような中、私たちにできることは、東日本大震災の教訓を生かし、「想定外」という言葉

を使わずに済むように、最悪の事態を想定して災害に供えることです。巨大地震発生時に身を守
るための行動をどのように取ればよいのか、巨大津波が襲来したらどこに避難すればよいのか、
ライフライン復旧までに必要な生活物資は備蓄されているのかなど、しっかりと考えておく必要
があります。東日本大震災から１１年、「３.1１」を決して風化させることなく、本校でも命を
守るための防災教育の充実を図って参りたいと思います。

※ 裏面に続きます
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3月9日(水)。春の陽気にあふれるその日。3
3名の生徒たちが、母校、物部中学校を巣立っ
ていきました ▲当日は、本校職員・在校生と３
年生の保護者が同席しての卒業式 ▲式は、
静粛さと、そこに集う人たちの、卒業生への温
かな思いがあふれる中、実に感動的に進行しま 【卒業生合唱「手紙～拝啓十五の君へ～」】
した ▲ステージ横のスクリーンには、証書を手
にする我が子の姿が映し出される。授与の際の

【卒業証書授与】 校長先生からの｢ひと言｣にうなずく生徒。在校
生代表の２年生Ｈさんの｢送辞｣は、先輩方への思いでいっぱいでした ▲そして、卒業
生代表のＤさんの｢答辞｣。在校生、先生方、保護者、そして地域の方々への感謝の言
葉を口にする声は、震えていました ▲その中でも、一番の強い思いは、同級生への感
謝の念。９年間、自分を成長させくれた友達への｢ありがとう｣の言葉は、会場の人たち
の心にも響きました。最後は、卒業生による合唱｢手紙～拝啓十五の君へ～｣。涙で歌
詞がとぎれる場面もあり、一緒に歌う職員の目にも涙があふれていました ▲コロナ禍
の２年間たくさんの思い出を作り、後輩たちに勇気を与えてくれた３年生たちの未来に 【校舎前で最後の学級写真】
幸多かれと願います。

表彰の記録（敬称略）
▼篤行善行少年表彰 Ｓ．Ｙさん
▼芳賀郡市教育祭表彰 【優秀生徒】 Ｄ．Ｍさん
▼真岡市教育祭 【優秀児童生徒】 Ｆ．Ｓさん
▼真岡市社会福祉協議会長表彰 Ｉ．Ｒさん
▼栃木県中学校体育連盟体育運動優良生徒 Ｏ．Ｒさん・Ｋ．Ｙさん
▼芳賀郡市中学校体育連盟陸上競技優秀選手 Ｋ．Ｙさん
▼芳賀地区少年野球協会有望選手 Ｓ．Ｋさん ▼栃木県吹奏楽連盟賞 Ｉ．Ｋさん・Ｓ．Ｙさん
▼栃木県学校教育書写書道作品展 【特賞】 Ｎ．Ｓさん（条幅の部） Ｕ．Ｒさん（半紙の部）
▼下野教育美術展 【奨励賞】 絵画の部：Ｔ．Ｍさん、ほか8名 デザインの部：Ｍ．Ｈさん、ほか11名
▽学校長賞
Ｄ．Ｍさん・Ｏ．Ｙさん＜栃木県中学生創造ものづくり教育フェア生徒作品コンクール 最優秀賞 同全国コンクール 優秀賞＞

Ｓ．Ｙさん＜栃木県中学生創造ものづくり教育フェア生徒作品コンクール 部会長賞 同全国コンクール 優秀賞＞

Ｋ．Ｙさん＜栃木県中学校総合体育大会陸上競技大会 3年女子走り高跳び 4位＞

Ｎ．Ｓさん・Ｕ．Ｒさん＜栃木県学校教育書写書道作品展 特賞 栃木県書初中央展 特賞＞

Ｋ．Ｓさん＜栃木県中学校春季体育大会陸上競技大会 1年走り幅跳び 4位＞

▽ＰＴＡ会長賞
Ｄ．Ｍさん・Ｏ．Ｙさん＜栃木県中学生創造ものづくり教育フェア生徒作品コンクール 最優秀賞 同全国コンクール 優秀賞＞

Ｓ．Ｙさん＜栃木県中学生創造ものづくり教育フェア生徒作品コンクール 部会長賞 同全国コンクール 優秀賞＞

Ｙ．Ｒさん・Ｓ．Ｙさん＜栃木県中学生創造ものづくり教育フェア生徒作品コンクール 優秀賞＞

Ｋ．Ｙさん＜栃木県中学校総合体育大会陸上競技大会 3年女子走り高跳び 4位＞

Ｎ．Ｓさん＜下野教育書道展 銀賞 栃木県学校教育書写書道作品展 特賞 栃木県書初中央展 特賞＞

◆9か年皆勤賞
Ｉ．Ｍさん・Ｏ．Ｙさん・Ｋ．Ｍさん・Ｎ．Ｓさん・Ｆ．Ｋさん・Ｙ．Ｃさん

◆３か年皆勤賞
Ａ.Ｒさん・Ａ.Ｈさん・Ｉ.Ｔさん・O.Rさん・K.Sさん・Ｋ．Ｙさん・Ｓ．Ｋさん・Ｓ．Ｙさん・Ｆ．Ｓさん・Ｙ．Ｒさん

３月15日（火）にコロナ禍で１か ３月15日（火）の午前中、柔剣道
月遅れの立志式を開催いたしまし 場にて、１年生の総合的な学習の時
た。立志を迎えた２７名の誓いの言 間の授業参観を開催いたしました。
葉は、力強く、頼もしく感じました。式 市内の事業所に出向き、働く人たち
当日、卒業生のＦくんからの励まし からインタビューしてきた内容をまと
の言葉を聞き、２年生は新たな気持 め、各グループごとに工夫をこらし
ちで令和４年 た発表会でした。１年生の保護者の
度の物部中 皆様、授業参観していただきまして
学校を牽引し ありがとうございました。また、保護
てくれると思 者会もお世話になりました。
いました。

【誓いの言葉】
【励ましの言葉】


